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ネットワークカメラを水気のあるところに
置かないでください。ネットワークカメラ
が濡れたら、直ちに電源をオフにしてく
ださい。

動作温度については、ユーザーズマニュ
アルを参照してください。

煙が出たり異臭がしたら、直ちにネットワ
ークカメラの電源をオフにしてください。

ネットワークカメラをテレビやオーブンな
どの熱源の傍に設置しないでください。

ネットワークカメラを直射日光にさらさな
いでください。

ネットワークカメラを湿度が高くなるとこ
ろに設置しないでください。

取り付ける前のご注意

ネットワークカメラを不安定な面に置かな
いでください。

雷が鳴っているときは、ネットワークカメラ
に触れないでください。

ネットワークカメラを分解しないでください。 ネットワークカメラを落とさないでください。

ネットワークカメラ内部に、針のような物質
を入れないでください。

P-IrisレンズをIP8172に取り付けないでくださ

い。DC-IrisレンズもIP8172Pに取り付けない

でください。DCモジュールとP-Irisレンズに供

給される電圧は異なります。

重要:
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カメラスタンド

CSマウントレンズIP8172/72P

保証書

クイックインストールガイド

ソフトウェアCD

1 パッケージの内容の確認

Ｌタイプ六角レンチ

510000221G
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電源コードソケットEthernet 10/100 
RJ45ソケット

リセットボタン

汎用I/Oターミナル 
ブロック

オーディオ出力

外部/内部マイク
スイッチ

マイク入力

前面パネル

背面パネル

レンズ

フォーカスコントローラ

ズームコントローラ

2 各部の説明

内蔵マイク

ライトセンサー

ステータスLED

SD/SDHCカード 
スロット

レンズ

BNCビデオ出力

NTSC/PALスイッチ

DC

DC-irisコントロール ケーブル ソケット(IP8172)
P-irisコントロール ケーブル ソケット(IP8172P)

フォーカスアシストボタン
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3 カメラにレンズを装着する 

1. レンズを止るところまで右方向に回転して、カメラマウントに取り付けます。必要な場合は、
レンズを半時計方向にゆっくりと回転して、レンズの平坦な側がカメラの最上端と並ぶよう
にします。正しく並んでいないと、レンズモジュールのフードペタルが画像の隅を遮ることが
あります。

2. DC-irisコントロール ケーブルをソケットに接続します。(IP8172)
    P-irisコントロール ケーブルをソケットに接続します。(IP8172P)

21
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パワーオーバーイーサネット(PoE)

POWER COLLISION
LINK

RECEIVE
PARTITION

1 2 3 4 5

PoEハブ

PoE対応スイッチを使用する場合

カメラはPoEに適合しているため、電源およびデータ送信を一本のイーサネットケーブルに
よって 行うことができます。イーサネットケーブルでカメラをPoE対応スイッチに接続するに
は、以下の図を参考にしてください。

汎用接続 (PoEを持たない)
1. センサ、アラームなど外部装置がある場合、一般 I/Oターミナルブロックをつなげます。

2. イーサネットケーブルでカメラをハブに接続します。
3. 電源ケーブルを使ってネットワークカメラをコンセントにつなげます。

1

2

3

POWER COLLISION
LINK

RECEIVE
PARTITION

1 2 3 4 5

4 ネットワーク デベロッパー

イーサネットスイッチ

1: 電源 +12V
2: デジタル出力
3: デジタル入力
4: Ground(グラウンド)
5: AC 24V
6: AC 24V
7: RS485+
8: RS485-
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POWER COLLISION
LINK

RECEIVE
PARTITION

1 2 3 4 5

PoEに対応しないスイッチを使用する場合

PoEパワーインジェクタ(オプション)を使って、カメラとPoE非対応ハブを接続します。

PoE非対応ハブ

PoEパワーインジェクタ
(オプション)

1. ソフトウェアCDからソフトウェアユーティリティディレクトリの下で「インストールウィザード 2」
を実行します。

2. プログラムにより、ネットワーク環境で分析が行われます。ネットワークが解析されたら、[次
へ] ボタンをクリックしてプログラムを実行してください。

3. プログラムは同じLAN上で VIVOTEK ビデオレシーバー、ビデオサーバー、またはネットワ
ークカメラを検索します。

4. 短い検知時間の後、メインインストール画面がポップアップ表示されます。MACアドレスの
うち、カメララベルまたはパッケージにあるシリアル番号に印刷されたものをダブルクリック
して、ネットワークカメラのブラウザ管理セッションを開きます。

5 IPアドレスを割り当てる
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設定の詳細は、ソフトウェア CD のユーザーマニュアルを 
参照してください。

使用可能6

3. ズームコントローラのねじを抜いてズームファクターを調整します。完了したら、ズームコント
ローラを締め付けます。

4. フォーカスコントローラのねじを抜いてフォーカス範囲を調整します。完了したら、フォーカス
コントローラを締め付けます。

N
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1. ネットワークカメラのブラウザ管理セッションは下図のように表示されます。

2. カメラよりライブ画面が表示されます。複数のカメラで構成された環境では、ソフトウェアCD
から32チャンネル録画ソフトウェアをインストールできます。インストールの詳細は、関連ド
キュメントをご参照ください。
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CSマウントの微調整7

特定のレンズで鮮明な画像が得られないときにのみ以下のことを行います。

1. CSマウントレンズをカメラボディーから取り外します。

2. 付属のLタイプ六角キーレンチを使用してレンズ保持用ネジを緩めると、CS固定リングが回
転可能になります。

3. 3. 取り外し工具を使用して、CSマウントアダプターリングを回転させます。センサーとレンズ
の間の焦点距離を微調節します。

4. 終了したら、レンズ取り付けネジを締めて、CSマウントリングを固定します。

5. CSマウントレンズをカメラボディーに取り付けます。

1

2

3

 レンズ保持用ネジ

 CSマウントリング
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注意：

IP8172/72P用のレンズを選ぶ際は、以下の仕様にご注意ください。

1. フランジ背面の長さ [距離A-B (CMOSセンサー)]は12.5mm以上でなくてはいけません。 フ
ランジ背面の長さが短すぎると、焦点コントローラを調節するときに、ネジマウントの底部が
赤外線カットフィルターに接触するか、焦点が合わない場合があります。

2. ネジマウントの底部が赤外線カットフィルターに接触しないように、ネジマウント(距離A-C)を
5.2mm未満にしてください。

3. レンズエッジ(D)とフロントパネル(E)は0.5mmより長くてはなりません。そうでないとフォー
カスコントローラー調節時にフロントパネルにぶつかったり、焦点が外れる可能性がありま
す。

A

B

1

2

3

D レンズエッジ

E フロントパネ
ル

赤外線カット
フィルター

A C
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Tenez la caméra réseau éloignée 
de l’eau. Si la caméra réseau 
est mouillée, éteignez la off 
immédiatement.

Référez-vous au manuel 
d’utilisation pour les températures 
d’utilisation.

Éteignez la caméra réseau dès que 
vous trouvez qu’elle fume ou émet 
une odeur inhabituelle.

Ne placez pas la caméra réseau à 
proximité de sources de chaleur, 
comme un téléviseur ou un four.

Tenez la caméra réseau éloignée de 
la lumière directe du soleil.

Ne placez pas la caméra réseau 
dans un environnement très 
humide.

Avertissement avant installation

Ne placez pas la caméra réseau sur 
des surfaces instables.

Ne touchez pas la caméra réseau 
en cas de foudre.

Ne démontez pas la caméra réseau. Ne faites pas tomber la caméra 
réseau.

N’insérez pas d’objet dans la 
caméra réseau, par exemple des 
aiguilles.

Ne pas installer un objectif P-Iris sur 
l’IP8172. Ni installer un objectif DC-Iris 
sur l’IP8172P. Les tensions fournies au 
DC et P-Iris des modules d’objectif sont 
différents.

IMPORTANT :



Quick Instal lat ion Guide
English 繁中 日本語 Español Português簡中 Français Deutsch Italiano Türkçe Polski Русский Česky Svenska

VIVOTEK INC.
6F, No.192, Lien-Cheng Rd., Chung-Ho, New Taipei City, 235, Taiwan, R.O.C.
|T: +886-2-82455282|F: +886-2-82455532|E: sales@vivotek.com

VIVOTEK USA, INC.
 2050 Ringwood Avenue, San Jose, CA 95131
|T: 408-773-8686|F: 408-773-8298|E: salesusa@vivotek.com 

5MP • Full HD • Focus Assist
 

All specifications are subject to change without notice. 
Copyright    2012 VIVOTEK INC. All rights reserved. 
 

c

P/N:625018400G  Rev. 1.0

IP8172/72P Fixed
Network Camera




